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高等学校　展開例３　指導資料

　

　

　

過去の地震・津波の規模などを知る方法として津波堆積物や隆起痕などを調べる

科学的なアプローチがありますが、古文書から過去の地震について知る事もできま

す。特に江戸時代以降は当時の文献が現在まで残っており、過去の地震や災害の

記録が数多くあります。 
 
「谷陵記」は江戸時代前期―中期の武士、歴史家である奥宮正明（１６４８～１７２
６）による宝永地震（１７０７年）の記録で、土佐国内各郡の被害状況が村ごとに詳

細に記載されています。谷陵記に記されている地名は現在も残っており、海岸沿い

や川沿いの地域の過去の被害を知る事ができます。 
プログラムの展開例に使用した資料は高知県立図書館所蔵の「土佐國群書類従

第７巻」に記載されているもので、高知県立図書館で借りることもできます。 
プログラムに記載されている文書は教育目的に限りコピーして授業での使用が可

能です。 
 
また、「谷陵記」原本の画像データは早稲田大学図書館の古典籍総合データベー

スから閲覧することも可能です。  
早稲田大学図書館：古典籍総合データベース『谷陵記』 
http://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/html/wo01/wo01_06203/index.html 
なお、学校での授業等での利用は可能ですが、出版物（図書・雑誌）への掲載、

ホームページへの転載等は手続きが必要となりますので著作権にはくれぐれもご

注意ください。 
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